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児玉潤先生のご勇退に際して
学園長浅井淑子
児玉潤先生が私共の大学に就任されたのは41年4月からのごとても，光陰矢のごとし，と
いわれますように， 全く月日の経つのは早いもの，以来8年間にも渉りご協力いただき，
まことに深い感謝を棒げるものでございます。
今年は短大創立満10周年の記念すべき年でありますが，当時のよちよち歩きの私どもの
短大にがっちりと教職最後の場を決められて，楽しそうにお働き下さったのも，私にとっ
て生涯忘れることの出来ない感慨でございます。
文部省からいろいろの難問を出されて，教授組織の強化に理事長と共に懸命に東奔西走し
た当時が，児玉先生におめもじした時と重なってよみがえり，今に至れば，まことに懐し
い想い出でございます。
児玉先生は， 家政学，家庭管理，家庭経営，家庭科教育法等の有資格者であられ， 当時
は学芸大学岩見沢分校に勤務しておられました。
一方，田所学長先生は，帯広畜産大学長をご退任なされてから，私どもの短大創立の趣
旨に深いご理解を示され，初代学長にご就任いただいたのですが，教育の重要な役割を司
って下さる権威者を求めていた私どもに，教え子である児玉先生をご推薦下さいま した。
かつての北海道学芸大学長ご在任中から， 学長先生は，児玉先生を娘のようにいたわって
来られたのでした。
岩見沢の公宅をお訪ねしたのは，その前年の暮近く，岩見沢持有の雪深いある一日のこ
とでした。私学設立の困難さや，本道の権威者を是非とも短大におまねきし，地域社会に
奉仕致したい旨などを，ありのままに率直に申し上げたところ，丸顔 に細いお目の温顔を
輝やかせて， 「先生のお役に立ち ましょうJとご返事いただきました。あの胸つまる想い，
が，今また新たによみがえり，隙に浮んでまいります。私共先生への想いは，先生が退
任される現実にふれたただ今よりも，今後日毎に募ることでしょ う。
「国立大学に40年も勤務して来たが，国立では自分の学問だけを研究しておればよかっ
た。しかし，この短大に来て， 学問の研究だけでは成し得ない町人づくり H の根本を実践
する ことが出来た。 学内は家庭的ムー ドで柔かく包まれ，教職員は一致して互に助け合い
人間的な学風に支えられて学生に範を示すなど，とても居心地がよい一一。」と，先生は
よく申されまたよろこんで下さ った。そうした時私はいささかでも償いの足しになってい
ただかれた，とうれししそのお言葉を拝聴したものです。
先生は学問をこよなく愛され，他の人が常識をはずした場合には， ょうしゃなく立腹さ
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れます。また順序を踏まないで頼みごとなどしたら，さあ，大変／なかなか妥協はむづか
しい。そんな頑固一徹なところがおありなのですが，事こまかにお話しし，納得されると，
「ああ私の感違いね，ごめんなさしミ。」と，いともあっさりと詫びをおっしゃるのです。
先輩に対してご無礼かもしれませんが，私はそのような芯のある純情で率直な先生が大好
きなのです。
短大に教鞭をとられてからの先生は，すこしイメージチェンジをお考えになったのでは
ないでしょう か？何よりもそれを証明するのは，新鮮に形作られたヘアスタイルであり，
そしてお召し物の色の選択も暫時明かるいものを選ばれるなどです。たまたま岩見沢分校
に講義に行かれて， 「先生方にモダンになった，とほめられましたよ。」などと，私に暗
かれる時の先生は娘のような恥らいの風情で （先生，すっぱ抜いてごめんなさい）
一学者 ・教育者としての先生の隠された側面を見るおもいがございました。
私は体裁ぶって形だけを作り，人間味の乏しい人は，たとえどんど主に地位あり，財産が
あったとしても好感は持てない性分です。先生／ご退任後も変わらぬおつき合いをして下さ
いね。そしてお身は離れても，私たち後輩への良きわ支えを賜わりますようにお願い申し
上げ，この稿を終えたいと存じます。
いつまでもご健康にご留意下さいますよう。
(48年2月10日記）
